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Ⅰ　はじめに

　我が国の平均寿命は，女性87.45歳，男性81.41

歳（2020年，厚生労働省）で，同時に健康寿命

も延び，健康長寿者も増加傾向にある１）。そのよ

うな状況の中，健康長寿者の背景要因を明らか

にすることは，高齢期を含む人生全般を通して，

QOL（生活の質）の向上に示唆を与える上から

も重要である。

　大島（2015）は，健康に大切な要因として趣味，

愛，運動の３要因，長寿に大切な要因として好奇

心，バランスの良い食事，コミュニケーション，

ゆとり，時間，運動の６要因を挙げている２）。 

　また，健康の不足要因として運動・ストレスを

ためない・生まれつき丈夫な体・医療技術の進歩

の４要因，長寿の不足要因として健康・心の平安・

経済的な余裕の３要因を挙げている。幸せ度の相
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関関係の比較では，健康度がr＝0.470，長寿度が

r＝0.402となり，健康度が長寿度よりも相関関係

が高くなっている２）。

　ところで，健康長寿について，崎原（2002）は，「単

に長命だというのではなく，健康で幸福な生活を

重視し，生活や生命の質を考慮した長寿で，健康

寿命である」と述べ，自立活動ができることも重

視している３）。

　沖縄県は，1995年８月18日，「世界長寿地域宣言」

を行い，長寿県として国内外に宣言した。しかし，

近年，他府県との比較では，沖縄県の平均寿命の

延びが鈍化し，全国での順位は低下する傾向にあ

る。その主な要因として，食事の欧米化等食生活

習慣の変化及び運動不足等の影響が指摘されてい

る。

　そこで，その背景要因を明らかにするため，地

域在住の健康長寿者に対して聴き取り調査を実施

した。

　今回の調査地区の今帰仁村は，沖縄県北部（名

護市の隣村）に位置し，人口が9,451人（男：4,818

人，女：4,633人），高齢化率（平成30年１月１

日）は33.9％であり，19の字で成っている。総務

省統計局の平成30年度国勢調査第１次基本集計結

果（2018年）によると，今帰仁村在住の65歳以上

の高齢者は2,857人（男1,374人,女性1,483人）で，

総人口に占める割合は，30.23％である。100歳以

上の高齢者は，32名（男５人，女27人，10万人当

たり338.6人）である４）。

　今帰仁村は昔から地域文化や伝統行事を行い，

大切に継承してきた地域でもある。農業や漁業が

盛んで，風光明媚で自然が豊かな村でもある。ま

た，歴史的にも首里王朝の歴史や文化の影響を強

く受け，考え方や言葉にそのことが色濃く残され

ている５）。

　自然，文化，言語，歴史に沖縄の他の地域と比

べて特徴があり独自の地域文化を形成している。

例えば，「ムラ・シマにはそれぞれの歴史があり，

そこに住んでいる一人ひとりの生活の営みが伝統

あるシマの文化を形成する。各ムラ・シマは異なっ

た集落や言葉（方言）を持ち，海神祭やタキヌ御

願などの祭祀・豊年祭・エイサー・棒術・獅子舞・

ハーリー」などがある５）。

　今帰仁村では，現在においても多くの伝統行事

や地域行事が行われており，高齢者が地域文化行

動を行う機会に恵まれている。このように，食生

活，運動に加え，高齢者の地域文化行動がその健

康長寿に及ぼす多様な影響要因を取り出すのに十

分な環境がある。

　本研究の目的は，超高齢社会，情報化・グロー

バル化，物質的豊かさが進展する社会の中で，考

え方，暮らし方，生き方に生涯を通して，健康長

寿に影響を与え続ける地域行事と伝統行事への参

加（地域文化行動）に焦点を当て，健康長寿者の

口述よりその背景要因を明らかにすることにある。

Ⅱ　対象と方法

１．健康長寿者（研究協力者）とは

　今帰仁村在住で，地域医療に精通した医師より

推薦と紹介を受けた，75歳以上で意思疎通が可能

な高齢者を本研究の協力者とした。本研究での健

康長寿の定義を「健康寿命に加え，健康で幸福な

生活を重視した日常生活を過ごしている自立した

高齢者」とした。

　研究協力者は30人（男性13人，女性17人）で，

平均年齢は87.63歳（SD:6.82，Range:75-98）であっ

た。年代別では，75～79歳が５人（男性３人，女

性２人），80～84歳６人（男性２人，女性４人），

85～89歳６人（男性２人，女性４人），90～94歳

６人（男性２人，女性４人），95～99歳７人（男

性４人，女性３人）であった。

２．健康長寿者（研究協力者）の選定

　健康長寿者（研究協力者）は，言語的コミュニ

ケーションが可能であり，かつ自立している高齢

者29人とした。上田（2005）は，「老年期の適応

生活と満足度に関与する因子は年齢それ自体では

なく，健康やその他である」と，健康が日常生活

に及ぼす影響について述べている６）。本研究にお

いては，身体的，精神的，社会的に良好な状態の

みを重視するのではなく，自立している高齢者を

対象とした。

　研究協力者の選定にあたっては，今帰仁診療所

を通して紹介を受け，対象予定者リストを作成し

た。聞き取り調査は，健康状況確認のため，看護

師同伴で実施した。対象の条件は，①地域に住ん
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でいること，②自立していること，③地域行事や

伝統行事に参加していることとした。ただし，参

加回数やその関わり方ではなく，高齢者が主体的

に行事に関与していれば，本研究の対象者として

位置づけた。リストに基づいて電話で個々人に調

査の趣旨を説明し，調査への協力を依頼した。

３．調査項目

　面接聞き取り調査の項目は，基本属性と地域文

化行動に関するものとし，質問は半構成的なもの

とした。基本属性は，①性，②年齢，③世帯構成，

④配偶者の出身地，⑤教育歴などであった。健康

長寿の影響要因に関する半構成の質問項目（22項

目）は，①健康長寿に必要なこと，②食生活で大

切なこと，③地域交流への参加，④伝統行事への

参加，⑤生きがいとしていること，⑥理想的な寿

命，⑦苦労したこと，⑧人生観，⑨日々の運動や

活動，⑩家族との関係について，⑪幸福だと感じ

ること，⑫人生で大切にしていること，⑬自分の

健康度，⑭（今帰仁村に）住み続けることの良さ，

⑮人生で嬉しかったこと，⑰これから期待してい

ること，⑱自慢できること，⑲趣味について，⑳

心配していること，㉑睡眠時間，㉒生活習慣につ

いて，であった。

　なお，質問紙の作成にあたりプレテストを

実施した。プレテストの質問項目については，

Ratzlaff（2000）の幸福感に関する研究から文化

が重要であるとの視点に立ち，地域文化行動に関

する質問内容を重視するばかりでなく，生きがい

感や生まれた地域で生活し続けることの意義につ

いても考慮した７）。

　今帰仁村在住者２名（男性１名，女性１名）に

対して，筆者が対象者の自宅で半構成の質問項目

を用いて質問を行い，質問内容や表現について修

正を行った。修正後，再度質問項目を改定し，男

性１名と女性１名に対してプレテストを実施した。　

４．調査方法

　調査場所は，研究協力者が指定した場所（自宅，

今帰仁診療所など）で行われた。自宅及び今帰仁

診療所での調査は，調査員２名がその場所に訪問

し，調査票に従い，40分～70分，１対１で聞き取

り面接調査を実施した。

　本研究では，面接調査者が厳密に同じ方法で聞

き取ることよりも，研究協力者が自由に話し，健

康長寿に関する考え方や態度，感情，経験を述べ

てもらうことにした。

　本研究の調査者は，筆者と看護師の２名であ

る。調査実施前に約１時間のオリエンテーションを

実施した。主な内容は，①本研究への参加について

所定の手続きを踏んで同意をとってから調査を行う

こと，②本研究の目的に念頭に置き，22項目の半構

成の質問に沿って面接すること，③高齢者が出来る

だけ多く，自由に語ることが出来るように面接する

こと，④高齢者のペースに合わせること，⑤高齢

者の健康状態を的確に把握すること，である。

　調査期間は令和元年５月～７月であった。

５．分析

　分析は研究会を開催して行なった。研究会の構

成員は，高齢者の研究者である医師，大学教員，

高齢者ケアの実践経験をもつ看護師と保健師の４

人である。研究会は，診療所と大学で開催し，整

理された回答内容ならびに分析案を提示した。

　22の質問項目から健康長寿への影響要因が大き

いと考えられる10項目の回答内容から，協力者が

述べた多様な理由を取り出し，それは協力者の健

康長寿の影響要因として考えられると推測して，

回答内容を全て原文のままで記述し，類似した内

容を集め（小分類），代表的な内容で表示し，さ

らに研究の目的，すなわち健康長寿に及ぼす影響

要因を明らかにするという研究の趣旨に照らして

分類（大分類），命名し，健康長寿の影響要因を

推測した。

Ⅲ　結　果

　回答内容を全て原文のままで記述し，類似した

内容を集め（小分類），代表的な内容で表示し，

さらに研究の趣旨に照らして分類（大分類），命

名した。文中，“　”　は回答内容を，小分類の命

名を＜　＞で，大分類，すなわち健康長寿に及ぼ

す影響要因としての命名を《　　》で表す。

１．�「地域交流」が健康長寿に及ぼす影響要因（表１）

　「地域交流」の影響要因に関する質問として「あ
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なたは，どのような地域行事に参加していますか」

であった。

　“地域のコーラスグループ（週１回）”，“愛好会

は踊れないけど参加”から〈地域活動〉，“デイサー

ビスに通い，知り合いが多い”，“社会福祉協議会

のデイケアセンターに週２回”から〈デイケア〉，

“地域の皆さんと年齢差はあるが，みんな仲良し”

と“公民館に歩いて出かけて多くの友人（老若男

女）と座談会”から〈世代間交流〉，“80歳まで部

落でカラオケを毎週２回程度実施”から〈カラオ

ケ〉，“グランドゴルフ，三線の練習仲間で話す機

会が増大”，“ボランティアとして，古宇利マラソ

ンなどに毎年参加”から〈運動・地域活動〉，“老

人会”から〈老人会〉，“近所の友人を相互訪問”，

“独居の方に食事を分け，逆に他人から野菜をも

らう相互依存”から〈相互訪問〉に小分類し，《地

域活動・交流》と命名した。

　“人のための仕事で病みつきになっている”，“若

い時から，地域の祭りにリーダーとして関与”か

ら〈役割・リーダー〉，“字や村の行事は多く，い

ろいろな行事や会合にほとんど出席”，“元気な間

は参加したいと思っている”から〈地域行事〉，“同

表１　「地域交流」が健康長寿に及ぼす影響要因

カテゴリー サブカテゴリー コード

地域活動・
交流

地域活動
地域のコーラスグループ（週１回）

愛好会は踊れないけど参加

デイケアサー
ビス

デイサービスに通い，知り合いが多い

社会福祉協議会のデイケアセンターに週２回

世代間交流
地域の皆さんと年齢差はあるが，みんな仲良し

公民館に歩いて出かけて多くの友人（老若男女）と座談会

カラオケ 80歳まで部落でカラオケを毎週２回程度実施

運動・地域活動
グランドゴルフ，三線の練習仲間で話す機会が増大

ボランティアとして，古宇利マラソンなどに毎年参加

老人会 老人会

相互訪問
近所の友人を相互訪問

独居の方に食事を分け，逆に他人から野菜をもらう相互依存

義務・役割

役割・リーダー
人のための仕事で病みつきになっている

若い時から，地域の祭りにリーダーとして関与

地域行事
字や村の行事は多く，いろいろな行事や会合にほとんど出席

元気な間は参加したいと思っている

親睦模合
同級生模合や野菜農家模合に参加

模合仲間と一緒に沖縄県内や本土旅行

農作物の栽培
と販売

畑にユリも栽培し，ファーマーズで販売

野菜をコープに出荷

友人・知人の
減少

友人・知人の他界 相談する人はいたが，だんだん亡くなっていく

孤独・疎遠
90歳の「おばあちゃん」（高齢）で，模合に誘われなくなった

同年代に健康な人がいなくなり，かつ隣近所の付き合いが減少

自分の生活ス
タイルの重視

地域との関わりが苦手，今，地域との交流はほとんどなく，畑仕事のみ

ユンタク・
情報交換

ユンタク・
情報交換

話す友人がいて鬱にならない

毎日の仕事ぶりや健康のことを話しながら交流

世間話や昔話，特に自分が若いときのことを話す
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級生模合や野菜農家模合に参加”，“模合仲間と一

緒に沖縄県内や本土旅行”から〈親睦模合〉，“畑

にユリも栽培し，ファーマーズで販売”，“野菜を

コープに出荷”から〈農作物の栽培と販売〉に小

分類し，《義務・役割》と命名した。

　“相談する人はいたが，だんだん亡くなってい

く”から〈友人・知人の他界〉，“90歳の「おばあ

ちゃん」（高齢）で，模合に誘われなくなった”，

“同年代に健康な人がいなくなり，かつ隣近所の

付き合いが減少”から〈孤独・疎遠〉，“地域との

関わりが苦手”“今，地域との交流はほとんどな

く，畑仕事のみ”から〈自分の生活スタイルの重

視〉に小分類し，《友人・知人の減少》と命名した。

“話す友人がいて鬱にならない”，“毎日の仕事ぶ

りや健康のことを話しながら交流”“世間話や昔

話，特に自分が若いときのことを話す”から〈ユ

ンタク・情報交換〉に小分類し，《ユンタク・情

報交換》と命名した。

２．「伝統行事」が健康長寿に及ぼす影響要因（表２）

　「伝統行事」の影響要因に関する質問として，「あ

なたは，どのような伝統行事に参加していますか」

であった。

　“自分で料理し，全てのオードブルを準備す

る”“子ども達がいるので，シーミーの時は，お

墓の周辺は人がいっぱいになる”“墓は永遠の住

処である”，“墓の前に入りきらず，立っている人

も出るくらいです”，“孫もいっぱいいて，繁盛し

ている”から〈清明祭での役割と意味〉，“クリス

チャンなので，清明祭等は行わない”から〈クリ

スチャン〉，“お盆にエイサーは公民館で，自宅前

でも披露，楽しみである”，“旧盆では門中シーミー

よりも，子ども達や孫達もみんな参加する”から

〈旧盆での役割〉に小分類し，《伝統行事と宗教観》

と命名した。 

　“１日，15日，屋敷の拝み。そのこともあり，

子や孫たちが繁栄している”から〈屋敷拝み〉，“お

彼岸もウマチーも行う。お彼岸は，家族だけで行

表２　「伝統行事」が健康長寿に及ぼす影響要因

カテゴリー サブカテゴリー コード

伝統行事と
宗教観

清明祭での役割

自分で料理し，全てのオードブルを準備する

子ども達がいるので，シーミーの時は，お墓の周辺は人がいっぱいになる

墓は永遠の住処である

墓の前に入りきらず，立っている人も出るくらいです

孫もいっぱいいて，繁盛している

クリスチャン クリスチャンなので，清明祭等は行わない

旧盆での役割
お盆にエイサーは公民館で，自宅前でも披露，楽しみである

旧盆では門中シーミーよりも，子ども達や孫達もみんな参加する

季節の行事

屋敷拝み １日，15 日，屋敷の拝み。そのこともあり，子や孫たちが繁栄している

彼岸 お彼岸もウマチーも行う。お彼岸は，家族だけで行う

正月
正月には，娘が来て手伝ってくれるので嬉しい

お正月は子どもたち全員が揃ってやります

伝統行事の
楽しさ

行事の楽しさ
正月，シーミー，（旧）盆は家族で行っている

家族，親戚でやっているので，みんな集まると楽しい

再会の楽しみ
普段は，農業をやっているので忙しいから，皆さんに会うことができ
ると楽しい

豊年祭と
エイサー

豊年祭がなく，エイサーは青年の頃からない

義務と役割
踊りがなく，ノロもいない，ウガンも区長が代わりにやるが，老人が
ほとんどである
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う”から〈彼岸〉，“正月には，娘が来て手伝って

くれるので嬉しい”，“お正月は子どもたち全員が

揃ってやります”から〈正月〉に小分類し，《季

節の行事》と命名した。

　“正月，シーミー，（旧）盆は家族で行っている”，

“家族，親戚でやっているので，みんな集まると

楽しい”　から〈再会の楽しみ〉，“普段は，農業

をやっているので忙しいから，皆さんに会うこと

ができると楽しい”から〈行事の楽しさ〉，“豊年

祭がなく，エイサーは青年の頃からない”から〈豊

年祭とエイサー〉，“踊りがなく，ノロもいない，

ウガンも区長が代わりにやるが，老人がほとんど

である”から〈義務・役割〉に小分類し，《伝統

行事の楽しさ》と命名した。

　参加する伝統行事は，「清明祭」や「旧盆」，「正

月」，「麦稲穂祭」，「大折目」などであり，参加す

る伝統行事の種類や頻度は多様であった。今回の

研究の主旨から，参加している伝統行事の種類を

問わず，また回答者ごとでもなく「伝統行事に参

加する理由」として整理した。

Ⅳ　考　察　

　健康長寿に及ぼす影響要因について，生活の充

実並びに老年期の発達課題の視点から，その意義

について考察した。

１．「地域交流」について

　敬老会，運動会，盆踊りなどの地域行事に参加，

模合をはじめカラオケなどの定期的な集会，定期

的に隣近所の人々との話し合い，社会福祉協議会

等で「生き生き教室」やデイケアサービスなどへ

参加，マラソン大会や子ども達の行事へのボラン

ティア等趣味や特技を生かした活動に参加している。

　“近所の友人を相互訪問”や“独居の方（々）

に食事を分け，逆に他人から野菜をもらう相互依

存”などの《相互訪問》，“話す友人がいて鬱にな

らない”，“毎日の仕事ぶりや健康のことを話しな

がら交流”，“世間話や昔話，特に自分が若いとき

のことを話す”などの〈ユンタク・情報交換〉を

通して，精神的な安心感を得ていることが考えら

れる。

　また，“地域のコーラスグループ（週１回）”や

“愛好会は踊れないけど参加”などの〈地域活動〉，

“デイサービスに通い，知り合いが多い”や“社

会福祉協議会のデイケアセンターに週２回”など

の〈デイケア〉，“地域の皆さんと年齢差はあるが，

みんな仲良し”“公民館に歩いて出かけて多くの

友人（老若男女）との座談会”などの〈世代間交

流〉，“80歳まで部落でカラオケを毎週２回程度実

施”で〈カラオケ〉を楽しんでいる。さらに，“グ

ランドゴルフ，三線の練習仲間で話す機会が増大”

や“ボランティアとして，古宇利マラソンなどに

毎年参加”の〈運動・地域活動〉，“老人会”など

をとして《地域活動・交流》が活発化しており，

精神的健康に寄与している地域行事が多いことが

考えられる。

　下地（2005年）の研究においても，“少々の風

邪でも，みんな一緒にグランドゴルフをすると良

くなる”など地域行事が健康に与える影響もみら

れた８）。安梅他（2006）は，社会関連性指標の項

目のうち，「家族以外との会話」，「訪問の機会」，「活

動参加」，「テレビの視聴」，「新聞の購読」，「本・

雑誌の購読」，「役割の遂行」，「近所づきあい」，「趣

味」，「ビデオ等の利用」，「健康への配慮」，「生活

の工夫」，「積極的」，「社会貢献への意識」が乏し

い場合において，７年後死亡率が有意になったと

述べている９）。このことは，本研究において，日

常生活で地域の人々との相互依存関係の多さが，

長寿に影響していると考えることもできる。

　また，根本他（2018）は，若年層と高年層で比

較検討を行い，世代内交流及び世代間交流を影響

要因として取り上げ，活発な交流のある高齢者が

良好な精神的健康との関連が高いこと，さらに両

世代と交流している高齢者ほど精神的健康がより

良好であることを示唆している10）。このことは，

地域行事を通して，高齢者が児童生徒など異世代

間交流と同世代間交流が盛んになることで，自己

の存在感や役割を実感することができることを示

唆しており，高齢者個々人の存在感が地域住民の

間で認識されていることが，精神的充実感を生み，

結果的に健康長寿に影響しているものと考えられ

る。

　斎藤他（2015）も，同居者以外との対面及び非

対面交流のいずれかにおいて週１回未満という状

態が，その後の要介護状態や認知症の要因との関
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連が深いこと，月１回未満と交流の機会が減少す

ると早期死亡との関連が高くなることを指摘して

おり，交流機会の頻度が社会的孤立度を理解す

る上で操作的定義となり得ることを示唆している９）。

本研究においても，地域行事や日常生活で，家族，

友人，親戚，地域の人々と頻繁に交流する機会に

恵まれていることから，普段の生活の様子を相互

に共有することができる環境にあることは，精神

機能の維持にも寄与していることが考えられる。

　崎原（2001）は，沖縄県大宜味村と今帰仁村の

高齢者の交流頻度に関する調査研究において，サ

クセスフル・エイジングの規定要因として，近

隣との交流の機会で90.5％，友人との交流機会で

82.9％，隣近所に住む別居子との交流の維持で

76.4％，日々の生活や伝統行事等で親戚との交流

があり，良好な関係で72.6％の高齢者に影響があ

る，と述べている12）。

　また，このことに関連して，崎原（2001）は男

性では抑うつ尺度が低く，入院歴がない者と女性

では配偶者がいることが明らかとなった，と述べ

ている12）。このことは，定期的に隣近所の人々と

話をしたり行事に参加したりする機会，スープの

冷めない距離に子ども達が住み，食事の世話や緊

急時に対応できる体制，清明祭や旧盆等で遠方に

住む子どもや孫，親戚が一堂に会してお互いの現

状を確認し合う状況からも明らかであるといえ

る。

２．「伝統行事への参加」について

　高齢者は，地域の伝統行事を継承及び若い世代

に伝達する義務と役割を積極的に果たしている。

清明祭，お盆，正月，及び時代を超えて継承され

る無病息災や五穀豊穣を祝う行事等で指導的役割

を果たしている。このような行事において，高齢

者の料理や儀式などその果たす役割は大きく，存

在感を示す伝統行事でもある。

　“自分で料理し，全てのオードブルを準備する”，

“子ども達がいるので，シーミーの時は，お墓の

周辺は人がいっぱいになる”，“墓は永遠の住処で

ある。墓の前に入りきらず，立っている人も出る

くらいです。孫もいっぱいいて，繁盛している”

などの〈清明祭〉では，伝統行事の継承と役割を

果たすことが精神的安定に寄与していることが考

えられる。

　また，“お盆にエイサーは公民館で，自宅前で

も披露，楽しみである”“旧盆では門中シーミー

以上に，子ども達や孫達もみんな参加する”など

の〈旧盆での役割》や“１日，15日，屋敷の拝み。

そのこともあり，子や孫たちが繁栄している”な

どの〈屋敷拝み〉，“お彼岸もウマチーも行う。お

彼岸は，家族だけで行う”などの〈彼岸〉から《季

節の行事》の様々な行事に参加している様子が窺

える。

　下地（2005）は，祈願することで，祖先を敬い，

子どもや孫の健康を祈ることで，高齢者は先祖と

この世を繋ぐ役割を果たしている，と述べている８）。

継承されてきた伝統行事は，家族を超えた交流で

もあり，精神的安心を得ることにも繋がっている

といえる。

　本研究では，伝統行事を「伝統的に継承し定期

的に行っている行事で，神事を通して五穀豊穣へ

の期待と感謝，災危の防止，社会生活での秩序維

持を目的に行なう宗教的意味合いの強い季節祭で

ある」として定義している。今帰仁村の主な伝統

行事には，「清明祭」，「旧盆」，「豊年祭」，「大折目」

などがあり，先祖崇拝や豊年祭に関係するものが

多くなっている５）。これらの伝統行事は，異世代

間の老若男女が，毎年定期的に祖先の墓や仏壇に

祈願を行い，異世代間交流や同世代間交流を深め

る機会となっている５）。　

　伝統行事における祈願は，助けてもらっている，

守ってもらっている，健康を祈るなど伝統行事本

来の目的でもあった。家族，親戚，祖先と一緒に

みんなで楽しく交流し，伝統行事の目的を達成し

ていたと考えられる。そして，これらの伝統行事

を伝承していくことは，高齢者の役割でもあり，

義務である。

　伝統行事は，高齢者に役割と生きがいを与える

ことで，幸福感が高まるばかりでなく，自分の存

在そのものが先祖と子孫をつなぐ架け橋となり役

立っていることを確認する機会ともなっているの

ではないだろうか。今帰仁村の各地域には異なっ

た集落や言葉（方言）や歴史があり，「海神祭や

タキヌ御願などの祭祀，豊年祭，エイサー，棒術，

獅子舞，ハーリー」などは共通して行われてい

る５）。
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　老年期は，人生の統合のステージであり，老い

を肯定的に捉えることは，高齢者自身の役割と存

在感を確認するばかりでなく，主観的幸福感や健

康感にも影響を与えるものと考えられる11）。また，

立花（2003）も，高齢者が役割を持つことで生活

が充実し，生きがいを感じ，かつ幸福感も高まる，

と述べている14）。

　健康を祈願し，確認するという思いは，高齢者

にとって最大の関心事であり，老化に伴なう身体

的変化に対応するという発達課題からも重要である。

　さらに，伝統行事は１年を通して，季節の節目

で行われる。そのため，日頃疎遠な親戚や家族が

集まり，祖先にまつわる話や親戚や家族の動向に

関する話をすることで，多様な人生を感じる事が

できるのではないだろうか。

V.　まとめ

１．人間関係の維持

　 地域における良好な人間関係の維持は精神的

ストレスも低く，安定した日常生活を過ごすため

に大切である。特に，友人との語らいは相互理解

を深めるという点においても重要である。

　ジョン・メディナ（2020）は，友人の重要性と

健康のあり方について，次のように述べている15）。

　① 社会と健全で活気のあるつながりを保とう。

そうすれば，歳を取っても認知機能は若く保

たれる。

　② 幸せな結婚のような，ストレスを減らす良質

な人間関係は，あなたの寿命を延ばす。

　③ 若い世代とつきあうようにしよう。そうすれ

ば，ストレスや不安が減り，うつ病にもなり

にくい。

　④ 高齢者にとって孤独感は，うつ病を導く最大

のリスク要因だ。孤独感のあまり脳が傷つく

こともある。

　⑤ 踊って，踊って，踊りまくろう。ダンスは運

動になり，社会的交流を増やし，認知機能を

高める。

　本研究の協力者である健康長寿者は，ゲート

ボールやカラオケなどの地域行事，清明祭や旧盆

等の伝統行事に積極的に参加している。そのため

家族，友人，親戚，地域の人々との交流の機会が

多く，同世代間及び異世代間交流が促進されてい

ることが理解できる。

　また，“耳は遠くなっているが，友達がいて話

ができるからうつ病にならずにすんでいる”の表

現にあるように，交流の機会は健康増進にも役

立っていることが理解できる。そのことは，大き

な声で笑うことで，ストレスや不安の減少にも役

立ち，認知症など病気の予防にも寄与しているも

のと考えられる。

　崎間と白井（2016）は，「沖縄での健康づくり

の取り組みにおいて，人と人との繋がりを活用す

ることが重要であると認識している」と述べてい

る16）。このことについて，今回の調査においても

同様のことが言えるのではないだろうか。

　なお，診療所は本来の医療業務を行いながら，

地域交流の拠点としての役割も担っており，緊急

時にいつでも診察及び訪問診療をしてもらうなど

精神的安心を生み出す貴重な場としても貢献して

いる。

　

２．役割と義務

　年中行事のうち祖先祭祀に関わるものは，旧暦

一月十六日の〈ジュールク二チー〉，ウマチー，

旧暦二月のお彼岸，旧暦三月の清明祭，旧暦七月

七日の〈タナバタ〉の墓参り，旧盆，島では四月

の清明祭よりも盛大に行われる旧暦九月の〈門中〉

総揃いの行事などその数は多い。他にもそれぞれ

の家庭にも関係する行事には，旧五月，旧暦八

月の〈柴指し〉，旧暦十月の〈カママーイ〉，旧

暦十一月〈冬至〉の〈トゥンジー〉，旧暦十二月

九日の〈ムーチー〉，旧暦十一月二十四日の〈ウ

ガンブドゥチ〉などがある。

　後藤（2017）は，湯沢雍彦の記載を引用し（老

年学入門，有斐閣，1978），家の祭祀と女性につ

いて，次のように述べている17）。

　家レベルにおける主な神祭祀・祖先祭祀として

は，毎月一日，十五日の〈ヒヌカン〉への〈ミズ

トウ〉や月命日のお供えに加え，毎月のように行

われる年中行事がある。基本的にすべて旧暦で行

われるが，命日のお供えなどを新暦行っている人

もいた。

　以上のように，今帰仁村では多くの地域行事や

伝統行事が行われている。これらの行事に，参加
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することは高齢者自身の自分の経験が生かされ，

存在感を示す場ともなっている。また，自分自身

が何をすれば良いのか，自分の役割を考えること

で，生きがいを感じることにも繋がっているもの

と考えられる。

３．祖先との精神的つながり

　ラーシュ・トーンスタム（2017）は，宇宙的なつ

ながりの次元について，次のように述べている18）。

　① 「時間と幼年期」　時間の定義の変化と幼年

期への回帰，現在と過去の境界を超越するこ

とが生じる。時には新たな意味が付加され，

幼年期が人生の中で再現される。

　② 「過去の世代とのつながり」　愛着の増加。

つながりから鎖への認識の変化。個人生活（つ

ながり）よりも生命の流れ（鎖）がより重要

になる。

　③ 「生と死」　死の恐怖がなくなり，新たな生

と死の理解に達する。

　④「人生の神秘」　人生の神秘を受け入れる。

　⑤ 「悦び」　大きな出来事からささやかな経験

へ。自然の中での経験などから，小さな世界

を通して大きな世界を経験する悦びを感じる

ようになる。

　“自分の命は神様が決める”“百歳は神様の世界”

という言葉にみられるように，食生活や生活習慣

に気を使うものの，伝統行事等を通して，現世と

来世が無意識に存在していると感じるのではない

だろうか。高齢者の聴き取りを通して感じること

は，人生の苦労や試練も受け入れ，自然のままに

生きているということでもある。

　人生を振り返り，苦労も試練も人生の一部とし

て受け入れ，楽しかったことは楽しかったことと

して記憶している。

　今後，本研究の信頼性を高めるため，既往歴や

基礎疾患等の医学的データに加え，食生活習慣や

生きがい等と健康長寿の関連について，調査する

ことが必要である。
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